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内陸部の都市化
―貴州省を事例に―
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はじめに

　中国の都市の発展というと上海や北京，広東や深圳など沿海地域の諸都市

を思い浮かべるのが普通だ。それらはわれわれもテレビやニュース等を通じ

てみる発展した沿海の諸都市のイメージでもある。ところが内陸部について

は「一帯一路」等でよく取り上げられる重慶などを別にして，あまり大都市

のイメージがない。

　本章では，内陸部の都市化，とくに貴州を事例として都市化を論じる。内

陸部を取り上げる理由は，経済発展の遅れている内陸部の都市化の研究事例

が日本国内にないということ，筆者の作業仮説として「発展に不利な条件を

もつ地域の都市化は政府主導にならざるをえず，そのため自律的，持続的都

市化は難しい」のではないか，と考えているからである。

　ただし，本章の作業仮説を検証するにあたっては，限られた現地調査と沿

海部に比べて相対的に少ない文献に依存しているため，限定的な情報からの

予備的な考察であることを付け加えておく。

　沿海部と内陸部の都市化のちがいとは何か？簡単に比較してみると表3－1

のようなちがいがあろう。

　ギャロップら（Gallup，Sachs and Mellinger 1999）は，場所と気候が経済発
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展に与える影響を明らかにし，内陸部にある地域は経済発展に不利であると

主張する。

　地域の発展は不平等である。発展の差異を地理的要因から考察した錦見

（2000）は，外生的要因（地形，気候，自然資源等）によって一次的な集積が

始まり，その後集積が集積を呼ぶ内生的要因（中間財の多様化，輸送密度の経

済，情報探索コストの削減，企業間の商圏争いなど）が働くとした。また一次

的な集積のきっかけとしてインフラ整備や特例減税などの政策的，制度的な

差異も貢献しうることを指摘している。

　つまり内陸部には一時的な集積の始まる条件が欠けている。貴州省は内陸

部に位置し，地形も山に囲まれ，しかもカルスト地形という発展に対して脆

弱な環境にある。となると，政府主導の集積条件の作成，すなわち政府主導

の都市化（これを本章では「ビッグプッシュ型都市化」とする）が必要となろう。

　2015年 2 月国家発展改革委員会より発表された《国家新型城鎮化総合試点

方案》の中に，貴州省からは安順市（地級市），都勺市（県級市）が都市化の

試点として選ばれた。その後2015年12月に貴安新区，遵義県，玉屏自治県，

湄潭県の 4区県が第 2陣の総合改革試点に選ばれている⑴。試点として選ば

れた都市は，都市化での経験を2017年に報告し，その経験を全国に展開する

モデル地域になることが期待されている。

　また貴州は2014年に貴安新区が国家級に格上げされた。貴安新区は貴州の

表3－1　内陸部と沿海部の都市化の違い

内陸部 沿海部
自然条件 山地，丘陵，アクセスの悪さ 平野，平原，沿海，アクセスの良さ
人口 労働移出，少数民族の多さ 労働移入，漢民族

経済環境
国際市場へのアクセス悪
インフラの不足

国際市場へのアクセス良
インフラの充実

資本の中心 国有企業，国内資本 外資系企業，国内資本

発展の原動力
農業，資源
消費市場の未発展，輸出が少ない

製造業，サービス業
消費市場の充実，輸出が多い

（出所）　筆者作成。
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経済発展の起爆剤，あるいは成長の極として期待されるとともに，省都・貴

陽の近くにありながらも貧しい安順市の底上げにもつながることが期待され

る。

　本章では，貴安新区，安順市の都市化の事例を通して，貴州の都市化は

「ビッグプッシュ型都市化」であることを説明し，その問題点として自律的，

持続的な都市化が難しいことを明らかにする。

　まず貴州省の概況を示し，その後貴安新区と安順市の都市化の事例を紹介

し，最後に「ビッグプッシュ型都市化」の問題を整理する。

第 1節　貴州省概況

1．貴州省の位置づけ

　貴州省は人口3530万人（2015年）であり，発展している沿海地域，たとえ

ば江蘇省7976万人，広東省 1億849万人にくらべて小さな省である。

　貴州省は中国全土からみても最も貧しい地域のひとつである。1949年の建

国から1978年の改革開放以降，一貫して全国で 1人当たり GDPがもっとも

低い地域であった。しかし，2014年には甘粛省より 4元多い 2万6437元に達

し，初めて歴史上最下位を脱出した。それでも貴州省は中国の中で最も貧し

い地域であることには変わりない。

　なぜ貴州省は貧しいのか？まず現状からみていこう。

　貴州省の経済発展が不利な条件とは，その場所と地形にある。貴州省は，

内陸に位置し，「三不沿」（沿海でなく，沿辺（国境）もなく，沿江（河）もな

い）という特徴をもつ。そのために交通網の建設には多大な困難があった。

1939年から建設の始まった鉄道は1959年になって初めて，貴陽と広西柳州と

つながり（黔桂鉄道），ようやく海につながるネットワークをもつこととな

る（王・劉 2010）。その後，四川，雲南，湖南につながる鉄道ができ，物資
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図3-1　貴州省の位置

（出所）　『中国まるごと百科事典』（http://www.allchinainfo.com/）より筆者作成。

流通の面で貴州省の経済発展を支えることとなる。

　次の特徴は，中国の中でも唯一の平原をもたない農業省であるという点だ

（王・劉 2010）。貴州省は雲貴高原東部を占め，平均海抜が1100メートル，面

積の93％が山地または丘陵地で平地が少ない。加えて，省内の95％の県（県

級市）にカルストが分布し，カルストの分布面積は約13万平方キロメートル

で省の総面積の約73.8％を占める（竹歳・藤田 2011, 2, 154）。とくにカルスト

地形⑵は生態環境が脆弱であるため，貴州の経済発展の制約になっている。

省内50の固定貧困県のうち37県がカルスト地域にあるため，貴州省を中国最

貧困省のひとつにする大きな要因となっている（竹歳・藤田編 2011, 155）。
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表3-2　貴州省の位置づけ（2015年）

人口
（万人）

外来人口
比率

GDP産業別シェア（％） 都市化率
（％）

都市化の
進展第 1次産業 第 2次産業 第 3次産業

北京 2,171 1.18  0.6 19.7 79.7 86.5  2.2
天津 1,547 0.58  1.3 46.6 52.2 82.6  6.9
河北 7,425 0.15 11.5 48.3 40.2 51.3 12.6
山西 3,664 0.25  6.1 40.7 53.2 55.0 12.0
内蒙古 2,511 0.42  9.1 50.5 40.5 60.3 11.7
遼寧 4,382 0.24  8.3 45.5 46.2 67.4  8.4
吉林 2,753 0.24 11.4 49.8 38.8 55.3  2.3
黒竜江 3,812 0.15 17.5 31.8 50.7 58.8  5.3
上海 2,415 1.28  0.4 31.8 67.8 87.6 -1.1
江蘇 7,976 0.32  5.7 45.7 48.6 66.5 14.6
浙江 5,539 0.54  4.3 46 49.8 65.8  9.3
安徽 6,144 0.18 11.2 49.7 39.1 50.5 13.4
福建 3,839 0.48  8.2 50.3 41.6 62.6 12.2
江西 4,566 0.16 10.6 50.3 39.1 51.6 12.9
山東 9,847 0.19  7.9 46.8 45.3 57.0 10.9
河南 9,480 0.12 11.4 48.4 40.2 46.9 14.4
湖北 5,852 0.27 11.2 45.7 43.1 56.9 13.1
湖南 6,783 0.18 11.5 44.3 44.1 50.9 12.2
広東 10,849 0.62  4.6 44.8 50.6 68.7  5.7
広西 4,796 0.17 15.3 45.9 38.8 47.1 12.4
海南 911 0.28 23.1 23.7 53.3 55.1  9.0
重慶 3,017 0.30  7.3 45 47.7 60.9 14.2
四川 8,204 0.23 12.2 44.1 43.7 47.7 13.4
貴州 3,530 0.19 15.6 39.5 44.9 42.0 14.6
雲南 4,742 0.18 15.1 39.8 45.1 43.3 12.8
チベット 324 0.15  9.6 36.7 53.8 27.7  6.6
陜西 3,793 0.24  8.9 50.4 40.7 53.9 14.8
甘粛 2,600 0.17 14.1 36.7 49.2 43.2 12.1
青海 588 0.24  8.6 49.9 41.4 50.3 11.0
寧夏 668 0.35  8.2 47.4 44.5 55.2 12.2
新彊 2,360 0.25 16.7 38.6 44.7 47.2  9.3
全国 137,462 0.27  8.9 40.9 50.2 56.1

（出所）　中国統計年鑑2016年。
（注 1）　外来人口比率とは，統計年鑑のサンプル調査の結果より外来人口／戸籍人口で計算。
（注 2）　都市化の進展とは，2006年から10年間で何ポイント都市化率が上昇したかを示す。
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　これらの場所と地形が貴州省の経済発展を困難にしたことは間違いない。

場所の不利性は流通を難しくし，必要な物資の移輸出入や工業，商業の発展

の障害となる。また地形の不利性は農業の生産性に影響を与え，工業，サー

ビス業発展のための蓄積がもたらされないという問題を抱えることとなる。

またギャロップら（Gallup, Sachs and Mellinger 1999）の研究でも，場所と気候

が経済発展に与える影響を明らかにしており，彼らの研究によれば，内陸部

にある地域は経済発展に不利である，という⑶。貴州省の経済発展が沿海に

比べて不利だったのは，その地理的位置と地形であったことは疑いないであ

ろう。

　貴州の地形からして工業発展に必要な建設用地が少ないことも指摘できる

（魏・呉・徐 2015）2012年の貴州省の建設用地面積は586.1平方キロメートル

であり，2005年の371.9平方キロメートルから全国よりも速いスピードで大

幅に増えている。全省で開発可能な土地面積の72％は貴陽を中心とする黔中

地域であるとともに，耕地も集まっているため，都市化と農業用地の確保と

いう二つの制約に直面している。

　このような場所と地形の影響を受けて貴州省は以下のような特徴をもつ

（表3－2）。都市化の進む沿海地域に比べると外来人口が少ない。2015年のサ

ンプル調査から計算すると（カッコ内は2014年の参考数値），常住人口3530

（3508）万人のうち，外来人口は573（657）万人である。戸籍人口を基準にし

て常住人口をみると1.20（1.23）倍である。これは全国水準の1.28（1.33）か

らみても少ない。ちなみに直轄市の上海や北京はそれぞれ2.20（2.66），2.30

（2.51），広東，福建はそれぞれ1.64（1.46），1.50（1.70）である。

　外来人口が少ない理由は，第 2次産業，第 3次産業が発展していないとい

うことの裏返しである。貴州省は，GDPベースで第 1次産業16％，第 2次

産業40％，第 3次産業45％である。全国と比べてみても，第 1次産業が 7ポ

イント高く，第 2次産業が同程度，第 3次産業は 5ポイント低い。つまり雇

用吸収力としての第 2次産業，第 3次産業の力が弱い。

　工業化と都市化は相互に依存し合いながら進行する。工業化の遅れはその
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まま都市化の遅れにつながった。2015年の貴州の都市化率は42％と全国平均

の56.1％からみても低く，そしてチベットを除いて最も都市化率の低い省と

なっている。ただし，その都市化の進展率は高い。

　都市化率の低さは，都市の社会発展の勢いが少ないことを示している。

魏・呉・徐（2015）の分析によれば，都市としての質の低さにつながってい

るという。彼らの分析によれば，就業人口は2007年から2013年まで減少し，

可処分所得に占める賃金比率も減少し，社会小売総額もほとんど伸びていな

い。都市化がここ10年で14％以上進んだとはいえ，都市としての購買力，消

費力の勢いがないことを示しているといえよう。

　貴州省内部での都市化は，貴陽市が都市化率70％を越えているという以外

は，他の 8市は30％から40％程度の都市化率となっている。貴陽への大都市

集中がみられ，これは都市化のバランスが崩れており，結果として都市，農

村の格差拡大につながっているともいう。都市農村住民の経済収入の比率は

3.8対 1 （2013年）であり，全国平均の3.03対 1 よりも大きい（魏・呉・徐

2015）。

2．貴州省の発展

　しかし，一方で近年の貴州省の経済発展は著しい。「経済発展の遅れてい

る地域は発展している地域よりも経済成長率が高い」という収束仮説を検討

したのが図3－2である⑷。

　2010年の各省の 1人当たり GDPを横軸におき，2015年までの 1人当たり

GDPの年平均成長率を縦軸において，その相関をみると，右下がりの傾向

がみられる。この期間，遅れている地域の経済成長率は速く，発展している

地域の成長率は低い。すなわち経済発展の格差が縮小傾向にあること，決定

係数も約50％と比較的高いので収束仮説がこの期間妥当していることを示し

ている。

　このような急速な経済発展を可能にした原因は何であろうか。経済発展論
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では労働と資本が生産要素として重要であるが，労働が急速に伸びたとは考

えられないので，資本と経済成長の関係をみたのが図3－3である。図3－3では

2010年から2014年までの全社会固定資本投資の増加率とその期間の 1人当た

り GDPの成長率をみたものである。相関は小さいものの，貴州省はあきら

かに全社会固定資本の増加が大きく，最も成長率の高い省であった。北京，

上海は投資も少なく成長率も低い。成長の速い重慶はこの期間社会固定資本

投資が極端に大きかったというわけではない。ここから考えると貴州省の経

済発展はまさに投資主導型であることが見て取れる。

　この観察期間中，貴州省は全国トップレベルの経済成長を実現し，その発

展を支えたのは大量の資金投入であった。中国全土の中でも貴州省は最も貧

しい省として注目され続け，現政権も前政権から引き継いで2020年の全面的

な小康社会の達成に向けて政策を展開しなければならない⑸。つまり貴州省
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図3-2　経済発展の収束仮説（2010-2015）

（出所）　中国統計年鑑より筆者作成。
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の発展，あるいは貴州省の小康社会の達成は中国全体の全面的小康社会達成

という目標の必要最小条件である。

　貴州省の不利な点はその場所と地形だ。他地域と経済発展面で同じスター

トラインに立つためには，企業や人を引きつけるための環境整備が必要だ。

そのためには社会インフラへの投資は必須であり，新型都市化は大量投資を

必要とする大型開発政策となる。すなわち，貴州省の都市化は「ビッグプッ

シュ型」開発といえるだろう。

　貴州省のみならず内陸部の都市化は政府主導の大型投資によって牽引され

るビッグプッシュ型都市化にならざるを得ない。なぜなら上記でも述べたよ

うに，①地理的に港湾等から遠く輸出入（移出入）に不利なため交通ネット

ワークへの投資が必要，②地形的に山地が多く平原がないところでは都市化

のための土地整備が必要となるからである。この 2点が「ビッグプッシュ型

都市化」を引き起こす前提条件だといえよう。
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（出所）　中国統計年鑑より筆者作成。
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3 ．貴州省の都市化政策

　「ビッグプッシュ型都市化」が進められている貴州の都市化の内容を具体

的にみてみよう。貴州省は初期条件である場所，地形を重視した「貴州省の

特色ある山地の新型都市化」（貴州省城鎮体系規劃綱要（2011－2030））をめざ

している。

　貴州省は先ほども述べたように地理的な制約を受けているため，「二つの

欠けた」（両欠）省といわれる。すなわち発展と開発が欠けているという状

況である。山地形態であることから山間ごとに集落が存在し，そこに都市が

できるという形だ。したがって各都市の都市化には差異が存在するとともに，

大中小の都市，農村都市化の協調的発展が必要となっている。

　国務院発展研究中心の龍（2013）によれば，貴州の都市化の特徴は 3点に

集約されるとする。ひとつ目は，「山地」であるということである。山地が

多いという地理的属性および発展が遅れているという経済的な制約は，広い

平野での発展モデルは不可能とならざるを得ない。したがって山や水という

自然で区切られた「蒸
せい

籠
ろ

の中の小
しょう

籠
ろん

包
ぽう

」のような都市化をイメージすること

となる。平野耕地が少ない中で低い丘陵を利用して，山の上の都市化，山の

上の工業化を実行することとなる。

　二つ目は，民族文化を生かすことである。貴州の民族文化を継承するとと

もに無形文化遺産を保護した都市農村規劃を編制する必要がある。民族建築

を生かし都市農村住民の民族文化に対する認識を深めることである。

　三つ目は，生態文化の強化である。内陸部の重要な生態系を抱える貴州と

しては，生態系を保護した規劃や土地利用を考える必要がある。歴史的文脈

での文化を保護しつつ都市化建設においては都市の品格を育てつつ文化とい

うソフト面でのイメージをもつ必要があろう。

　まとめると，「山地の新型都市化」とは，山地という地理的特徴，少数民

族という文化的特色，内陸がもつ自然環境，を生かす都市化だといえる。
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　以上の特色をもった貴州は，具体的にどのような都市化の方向へと向かう

べきであろうか。龍（2013），国家発展改革委員会の国土開発地区経済研究

所（汪・魯・袁 2015）や貴州省の政府報告等を勘案すると，産業化を促進し

て都市化を促進することが中心だ（以産促城，以城興産，産城融合）。産業が

なければ都市での就職は不可能であり，都市に人が集まることはない。第 2

次産業の発展と都市化は同時かつ相互に関係するものである。

　貴州省としては，100の産業圏区（団地），100の示範（模範を示す）小城鎮

（農村の小都市），100の都市総合体をおもな手段として，各都市のインフラを

建設し，各都市の交通ネットワークを充実させて，都市の人口許容量を増加

させるとともに，都市化の便益が周辺地域に波及していくことを期待してい

る。

　産業圏区は，産業誘致を行い雇用と生活の場としての産業・都市融合モデ

遵義市

銅仁地区

南布依族苗族自治州
西南布依族苗族自治州

卒節地区

六盤水市

安順市 東南侗族苗族自治州

貴陽市

富貴安康社区

星湖雲社区

浪塘村

桃子村
貴安新区

図3-4　貴安新区と調査地

（出所）　「中国地図大全　貴州省地図」（http://blog.livedoor.jp/chinamaps/archives/51577045.html）
より筆者作成。
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ルとなるであろう。国家級の貴安新区はまさに産業・都市を融合したモデル

になることが期待される。

　示範小城鎮は，山間で各農村が孤立している中で，まさに農村を小さな町

の中心地にしていく試みであるため，貴州省の特色ある都市化の形態である

といえよう。それに加えて，全面的小康を達成するためには，山間都市間，

都市・農村間格差を解消するために小都市建設が必要だ（魏・呉・徐 2015）⑹。

第 2節　貴州省の都市化の事例

1．調査対象地域

　2015年11月16日から20日まで貴安新区および安順市（国家都市化政策の地

級市の試点でもある）の都市化について現地調査を実施した⑺。本節では，貴

州省で実施した現地調査ヒアリングの結果を中心に，新聞記事で情報を補強

して事例を報告する（岡本・大塚・山口・山田 2015）。

　まず，調査対象地域の概要からみてみたい。

⑴　貴安新区

　貴安新区は，貴陽市の西側一部（清鎮市，花渓区）と安順市の東側（平ハ

（垻）区，西秀区） 2市 4県（県級市，区）からつくられ，20の郷鎮が管轄区

にある。面積は1795平方キロメートルで，人口は73万人となっている。

　2012年に貴州省は貴安新区の設立を決め（貴安新区総体規劃方案），2014年

2 月に陝西省咸陽とともに国家級新区となった⑻。2014年 6 月に貴州省が提

出した「貴安新区総体規劃（2013－2030）」では，2020年までに人口90万人，

2030年には200万人程度の都市にすることをめざしている（以上，魯 2015，

貴安新区 HPなどより）。



第 3章　内陸部の都市化　109

⑵　安順市

　安順市は貴州省中西部に位置し，省都である貴陽市に隣接しており，2000

年に安順地区が地級市の安順市に昇格した。西秀区，平ハ（垻）区⑼，平普

定県，鎮寧布依（プイ）族苗（ミャオ）族自治県・紫雲苗族布依族自治県・

関嶺布依族苗族自治県を管轄下におく。面積は9267平方キロメートル，総人

口は289万9800人（戸籍人口），常住人口は230万1000人，少数民族が占める

割合は39％である。

　市の西側に省級の安順経済技術開発区を有し，観光資源として黄果樹，龍

宮等の風景名勝地がある（安順市 HPなど）。

　安順市は2015年の地級市レベルの都市化総合改革試点として選ばれている。

貴陽の隣にあるにもかかわらず，GDP規模（2014年）は省内 9地域で最下位

であり， 1人当たり GDP（2014年）でも省内で 6番目なので，政策的にテコ

入れする地域としては適当だったのかもしれない。

2．貴安新区の都市化事例

　2014年に貴陽市と安順市にまたがる貴安新区が国家級新区に指定され，新

区の建設が急ピッチで行われている。また，ビッグデータ産業の育成に力を

注いでおり，貴州省は2015年に中国初となる「全国国家ビッグデータ総合実

験区」に指定され⑽，新設の貴安新区と省都の貴陽市にある国家ビッグデー

タ産業集積区を中心に関連産業の育成に取り組んでいる。また2015年 2 月に

は李克強首相， 6月には習近平国家主席が視察に訪れ，中央政府からの期待

も高まっている。

⑴　産業・都市融合型の社区―富貴安康社区

　貴安新区は新設されたばかりであり，多くの地域が土埃の舞う造成地，あ

るいは農村のままである。その中で，富士康（フォックスコン－台湾鴻海集団，

第 6章を参照のこと）が工場を稼働させている。この富士康の労働者のため
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につくられたのが馬場鎮の富貴安康社区である⑾。最初の産業圏区における

産業，都市の融合をめざした社区でもある（『多彩貴州網』2015年 3 月23日付）。

　富士康は2015年11月時点で第 1期工事が終わり，7000人程度が雇用されて

いる。2015年末までに第 2期工事の完了で 1万2000人，2016年中に 3万人，

最終的には10万人まで規模が拡大するという。

　社区の外側には富士康の人事採用が行なわれている。最低賃金は月額1700

元程度であるが，残業代を含めて2400から3000数百元ぐらいまでの給料にな

る。行列ができるほどではないが，絶え間なく人の出入りがみられた。

　富貴安康社区は政府が提供する公共住宅（公住房）である。すでに A座区

が完成しており，12棟の集合住宅が稼働している。2015年 9 月から入居がは

じまっており，すでに3000人前後の人が入居を終了している。ほとんどが富

士康の従業員で，大半が貴州省内の出身者だという。家族用住居は40-60平

方メートルで 4棟，夫婦用も 4棟，残り 4棟は 6人一部屋の集団宿舎で単身

の若者が入居している。部屋は富士康が統一的に分配している。

　 1カ月の家賃は400数十元程度である（管理費3.3元）。家賃，管理費ともに

富士康がまとめて払っており，企業の福利厚生の一環になっている。現在の

ところ，入居者の流動性は低く，これまで転出していった入居者は全体の 5

％以下だという。

　社区内に貴州省人民医院の分院が併設されており，従業員は医療保険カー

ドをもつ。年間5000元まで無料で医療が受けられる。新区内の企業で労災が

発生すれば，保険の適用は100％保障できるという。これらの公共サービス

を受けるのに戸籍による区別はない。

　現在，より大規模な B座，C座地区を建設中であり，両座を合わせると

8万人の入居が可能だ。また，目下の入居者は若い従業員が多く，子どもが

いても乳児だが，今後は子女教育の需要も見込まれるため，B，C座エリア

に幼稚園，小学校も建設中である。2016年 5 月頃には高速道路も開通し，

2016年 6 月には新しい浄水場が完成予定である，という。
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⑵　失地農民再定住型の社区―星湖雲社区

　新区の建設にあたって，農民の土地を接収し，全員を再定住させる（失地

農民のための農家集中再定住地点）モデルとして作った社区がある。それが星

湖雲社区である。社区はほとんど建設が終わっているが，すべての入居が終

わっている様子ではなかった。『多彩貴州網』（2016年 1 月18日付）の報道に

よれば，現在27棟の団地が建設され，1264世帯4000人以上を受け入れる予定

であるが，400世帯1500人程度が入居している。

　農民全員を社区に移転させる方針は「一建，二転，三保，四優」であらわ

されている。

　一建とは，農民の土地を接収し新しく社区を建設，農民を再定住させるこ

と。二転は農民戸籍を都市戸籍に転換すること，接収した農地を国有建設用

地にして財産権を確保し，再定住した農民の財産権を確保すること。三保は

社会保障，医療，教育を保障すること。四優は農民の生活を安定させるため

の四つの優遇政策である。ひとつは戸籍を転換した農民に住宅を供給すると

ともに住宅の不動産収入を認める，二つ目は給与性収入を確保するために，

政府が無料で職業教育を行ない，選り好みしなければ必ず職につけるように

する，三つ目は経営性収入を確保するために，集団経済分，個人分の商業テ

ナントの所有権を提供する，四つ目は財産運用収入を認め，政府・企業・金

融機関が共同で金融商品を開発し，農民の現金保障分のお金を無駄遣いさせ

ないようにする。そしてこの金融商品は当地の開発に再投資され新区開発，

農民収入確保の二つの方法を兼ねる。商業テナント所有権からの利益は，居

住年数などに関係なくもとの集団経済構成員で人口に応じて分配される。失

地農民の再定住にあたってはかなり優遇されているといってよいだろう。

　社区の特徴はクラウドサービスである（中国ではクラウドサービスを「雲端」

と呼び，そのため社区の名前に「雲」という字を用いている）。クラウド政務，

クラウド教育，クラウド就業，クラウド家居という形で，公共サービスをイ

ンターネットで提供し，各家庭はスマートフォンなどのディバイスから各

サービスを受けられるようになっている。
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　この社区建設で農民の平均収入はここ数年で4000元から 1万元以上となっ

た。もともと荒山だったところを整地して建設した。山間部の都市化では，

インフラへの投入資金は平地よりも高くなる。そのため，政府の投入も大き

くならざるを得ない。そこで金融商品による資金が生かされる。金融商品に

よって庶民から預かった資金が地元の発展のために使われることで，リスク

も低くなるという。

　これらの社区は「就地城鎮化（就業と住居地が一体化した都市化）」をめざし，

地元で就業できるような都市化をテーマとしている⑿。この社区では農民が

土地を失っているために，就業訓練が鍵を握る。就業訓練は 3つから成り立

っている。ひとつ目は電子商取引訓練であり，産業労働者，創業人材に育て

る，二つ目は不動産管理業務であり，おもに社区運営の安全，清掃業務など

を担当できるようにする，三つ目は60歳以上の農民には失地保険を毎年支給

する，としている（『多彩貴州網』2016年 1 月18日付）

　貴安新区は 4つの郷鎮86の村を抱えており，14万5000人の人口がいる⒀。

現在17が貧困村であり，貧困人口は7485人だ。今後新区ではこのような農民

再定住型社区を12カ所建設する予定であり，この星湖雲社区がそのモデルに

なることを期待されている。

3．小城鎮化（農村都市化）の事例

　貴州省では地形的制約から各農村の都市化，いわゆる小城鎮化⒁（小都市

の推進）が都市化の大きなテーマになっている。実際に100か所の示範的小

城鎮の建設が目標とされている（龍 2013）。また小城鎮化は農村の底上げで

もあり，全面的小康建設に欠かせないものでもある。

　ここでは二つのモデル村の事例を確認してみよう。

⑴　西秀区旧州鎮浪塘村

　浪塘村は安順市中心部から30キロメートルほどのところにある。小康寨
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（寨は村の意味）行動計画省級重点示範区（モデル地域）⒂である。10の自然村

（村民小組）から構成され，700世帯3000人程度の人口をもつ⒃。漢，苗（ミャ

オ）族，布依（プイ）族が入り交じり，少数民族が68％を占める。農家集落

の外観を政府が資金投入して改造した観光村である。村の観光開発は2013年

から「四在農村，美麗郷村」（四方の農村，美しい郷村）のキャッチフレーズ

による建設が始まっており，2500万元の金額が投資された。生態環境の修復，

村庄建設，産業調整等を実施し，都市住民の休閑地，山水情緒を堪能できる

ような旅行地域となっている。主要産業として観光業に力を入れているが，

大きな観光資源をもっているわけではなく，山水という農村風景を生かした

農村観光が主体だ。農家宿は 1泊標準間60～80元ほどである。

　観光経済化にともない，市での職業訓練を通じて農民からサービス産業

（「農家楽」といわれる農家による民宿業）就業者への転換を図っている。現在

村民の 3分の 1が農業， 3分の 2が観光業に就いているという。当地の農業

はハスなど野菜を植えている。集団経済（旅行協会）は駐車場，農家園の経

営を行なうとともに，土地の転用費などがおもな収入となっている。

　以前は，沿海部へ出稼ぎに行く若者が多く，最盛期は村全体の 3分の 1ほ

どにもなった。とはいえ，2014年末ぐらいから，村の開発が進んでいるのを

みて，チャンスがあると感じた村民が戻りつつあり，また村民の出稼ぎも減

少したという⒄。

　観光農村化により，村経済の収入は増加したという。 1人当たり平均収入

は昨年8000元，2015年には 1万3000元ほどになった。

⑵　西秀区龍宮鎮桃子村

　桃子村は，安順市から27キロメートル，国家5A級の観光地・龍宮から 2

キロメートル程度のところにある，面積4000ムー，440世帯1778人の村であ

る。名前のとおり，桃を生育している村である。龍宮を生かした観光農村を

めざしている。

　2014年 4 月より青島による対口支援⒅，政府出資によって5450万元が投資
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され，観光業（農業・旅行業総合型）に転換してきた。25の農家旅館をもち，

10の農家旅館は青島の対口支援で240万元が投じられ，スターレベル（星級）

の旅館となった。昨年 1人当たり GDPが 1万146元に到達した。

　農家旅館すべてにWi-Fiが設置されている。 1週間連泊の場合 1泊80元，

1泊のみだと120元ほどである。都市部から旅行にきて滞在するには十分な

安さである。

　農家旅館，農家楽などを発展させるととともに名前の由来通り桃の生産を

行っていた。現在桃の木を全部切り倒し，新しい品種に植え替え， 6～ 8月

の間は桃の花できれいにみえるようにしたいと考えている，という。

　人工湿地（無動力）で生活汚水（し尿含む）を処理している。 1日処理量

100トン規模だが観光客が増えて処理能力が不足しており，環境保護行政部

門に拡張計画を依頼，調整中だという。

　出稼ぎ者は2005年から2010年までは50～60人程度と多かったが，現在は全

員戻っている。周辺の12の村のうち，この村だけが留守児童がいない。歴史

的にもこの村だけは出稼ぎが少ないという。

　若者の進学は中卒後，職業高校（中専）への進学がほとんどである。安順

の職業学校は1992年に財務会計，農業，衛生の 3つの専門学校が合併し，職

業高校と職業専科の大学（大専）課程をもつ職業学院になっている。ここを

卒業した若者は，安順市内の仕事に就けている。中専卒業で就職する者が多

く，大専進学者は少ない。

第 3節　評価

1．内陸開発論との相似性

　貴州の「ビッグプッシュ型都市化」を検討するにあたっては，中国で展開

されてきた内陸開発論（久保 1993）との関係を避けて通ることはできない。
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というのも貴州省が近年全国でもトップクラスの経済成長を実現し，2014年

初めて甘粛省を抜いて最下位を脱出することができたのは大量の投資が背景

にあるからだ。前節の富貴安康社区の事例でもみられたように急ピッチで住

居や学校等が大量に建設されている。2020年の「全面的な小康社会の達成」

に向けて，貴州のてこ入れは中央政府にとって必要かつ重要なテーマである。

　中国の内陸開発は歴史が長い。沿海部が発展する一方で，内戦期，日中戦

争期，新中国の建設の中で常に，原料立地と戦時への備えを考慮した内陸開

発が議論されてきたし（久保 1993），近年では全国の均整のとれた地域発展

をめざして，2000年から西部大開発がはじまっている（大西 2001）。

　第 1次五カ年計画（1952－1957年）の草案では工業を「全国各地への適切

な配置，原料産地と消費地への近接，国防面での考慮」が入っているし（久

保 1993），また地域経済のバランスのとれた発展のために西部大開発を行う

ことは，第10次五カ年計画（2001－2005年）の重要な戦略のひとつであった。

1980年代，1990年代に内陸開発が重点的に語られることはなかったものの，

内陸開発は中国の地域政策の基本であった（岡本 2012）。

　過去の内陸開発論の問題点は，①軍事的な観点が主であり，経済的効率は

従であったこと，②「飛び地」問題，すなわち地域の既存産業との連関効果

がないこと，③中央対地方の問題，つまり内陸開発には「中央政府中心の構

想と地域の側の構想という二つの要素が複雑に絡み」あう（久保 1993， 207）

という点が指摘される。

　具体的には，内陸地域に軍事工場が建設されたとしても，地域選択にあた

っては経済的効率性（生産や輸送など）よりも軍事的配慮が優先された。と

なると，当然その地域の既存産業に影響を与えるわけでもなく，またその既

存産業を生かすわけでもない結果となる。また，既存の工業と衝突するよう

な新工場が建設されることもあり，交通ネットワークの悪さによる製品の滞

貨，生産設備の遊休化なども発生したようだ（久保 1993）。その上内陸開発

に邁進する「一部幹部の盲目的な積極性」もあったようで，経済的効率はお

ざなりになってしまった。
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　内陸開発論が指摘する問題は，①の軍事的な観点を地域格差の解消という

観点に置き換えれば，あとはすべて現在の西部大開発にもあてはまり，そし

てこの内陸開発論は，現在の貴州の「ビッグプッシュ型新型都市化」にもあ

てはまる。すなわち，

①　内陸開発として新型都市化の実行という観点が中心になり，経済

的効率性が見落とされやすいこと。

②　「飛び地」問題，都市問題でいうゴーストタウン化の可能性があ

ること。

③　中央政府がグランドデザインを掲げ，地方政府が現地の状況に沿

った形で実行すること（これを「因地制宜」という⒆）。

の 3点である。新型都市化の焦点は「人の都市化」であり，農民が都市住民

として生活して，都市を生産・消費の集積地として機能させていくことであ

るが，現実の都市化の推進はこれまでの内陸開発戦略の焼き直しでもある。

　つまり，新区を設置してもその地域の選択は政治的な決定である。自然発

生的に人や企業が集積を始めたところを支援しているわけではなく，富貴安

康社区のように新しく街づくりを行う側面がある。その結果，企業を誘致し

ても地域あるいは農村にある既存の産業との有機的な連関があるわけではな

い⒇。そして，幹部の業績評価システムにおける GDP成長率盲信によって

「盲目的な積極性」が引き出されている（Trappel 2016）。

　反対に，西部大開発を含めてであるが，これまでの内陸開発論とちがうと

ころは，中国は市場経済を採用していること，そして他地域との交通インフ

ラの充実にも力をいれているところだろう。貴安新区富貴安康社区に富士康

が進出してきたのは，政府の誘致攻勢はあったろうが（第 6章参照），それで

も最終的には経営陣の判断である。利益が生まれる可能性がなければ進出は

ないだろうから，この意味では工場の建設が経済的非効率である可能性は少

なくなる。

　そして現在の「ビッグプッシュ型都市化」で重要な交通インフラが充実し

つつある点が過去の内陸開発とはちがう。都市間高速道路の建設，村間の道
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路建設，高速鉄道の整備も急ピッチで進んでいる。交通ネットワークの充実

は，市場の拡大，地域間資源の効率的な配分につながる可能性をもつ。地域

間競争によって一部地域の過疎化，一部都市への集中は発生するが，それで

も都市化にとっては資源配分という観点ではいい効果が期待される。

2．「上から」の都市化

　貴州省の「ビッグプッシュ型都市化」政策の特徴は，内陸部に位置し地

形・自然環境が発展に不利であるため，政府介入による「上から」の都市化

である�。「上から」の都市化とは，政府の投資が現地の住民に関係なく「上

から」降ってきて，道路整備，上下水道設備，学校，病院などの建設が行わ

れて都市化が進むことを意味する。

　典型的な例は，何もないところに町を建設することだ。日本でも1960，70

年代にニュータウン建設が進んだが，中国でも新区はニュータウンづくりで

あることが多い。第 2節では事例として，産業を誘致して働く人々の居住区

域をつくる産業・都市融合型の社区（富貴安康社区）と失地農民安置型の社

区（星湖雲社区）の事例をみた。

　新しい町をつくるケースでは，常に都市として根づき成長するか，裏返せ

ばゴーストタウン化しないかという問題がある。

　一般に職，住，娯楽のすべてが提供されている場所は町として機能しやす

いようだ。たとえば，日本のニュータウンも住宅だけの町では世代が変わる

と町として先細りになるケースが多い。千葉ニュータウンでは土地の収用に

時間がかかり開発が長期にわたって長引いたが，その先細りになったニュー

タウンづくりを反省して，娯楽も含めた企業誘致を盛んに進め，職住の提供

ができる街づくりに取り組んでいる�。この意味では，産業城下町になると

産業が不景気になれば，町としても先細りになる可能性は捨てきれない。た

だ，それでも産業・都市融合型の社区は雇用があるという点でうまくいく可

能性はあるといえよう。
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　問題は，失地農民再定住型の町だ。第 2節でみた星湖雲社区は寛大な政策

（「一建，二転，三保，四優」）によって現時点では再定住化が進んでいるよう

にみえるが，貴州のダム建設による失地農民の移転では，①三つの不足，②

ゴーストタウン化の危険性，③制度の問題，が指摘されている（Wang 2014）。

ひとつめの問題は，住民の教育・職業スキルが不足しているために，就職が

困難であること，地形の制約から土地が不足しているために補償も含めた街

づくりに適切な場所が不足していること，そして財政不足から政府補償にも

限界があること，の三つの不足である。二つめの問題は産業，企業が存在し

て雇用を提供できるのかという問題である。雇用場所がなければオフィス，

住居の空家率が高くなりやすく，ゴーストタウン化の可能性がぬぐいきれな

い。最後に三つめの問題は，戸籍統一が難しく，遅々として進まないという

点である。農民は農民としての待遇が保障されないと戸籍転換に応じる気は

ないという。

　現在，新区の建設という降って湧いたような好景気によって，貴州では都

市化が進められている。とくに貴安新区は新しく国家級となり，全国の他の

新区に比べて大量の国家資本が投入されるとともに，土地の造成，産業誘致，

まちづくり，必要な公共設備（上下水道，電気，ガス等）や交通手段（道路，

鉄道など）の建設が急ピッチで進められている。

　農村でも同じ状況にある。「美麗郷村」というキャッチフレーズで多くの

農村が改造されている。これも桃子村の事例のように国家や省，他省からの

対口支援など大量の投資がなされており，これによって農村の景気がよくな

っているという点は否めない。

　つまり現在の貴州省の「ビッグプッシュ型都市化」は投資主導型の「都市

建設」であり，本来の目的である農村住民の都市住民化，サービス産業化は

まだまだ進んでいないのが現状である。

　このような点を考えると，実際には自律的な都市化の進展，すなわち産業

の発展，雇用の増加，人口の流入，産業の増加という累積的な因果関係が働

くかどうかはなんともいえないだろう。
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3 ．「コピー」農村

　農村の都市化も貴州省では重要なテーマだ。田原（2015）は都市化の中国

政府のアプローチを，一極集中（大中都市への集中），多極分散（胡錦涛時代

の新農村建設），多極集中に分けて整理し，多極集中こそが第18回党大会の都

市・農村発展の一体化の核心と考えている。多極集中とは，中国全土にある

県城および小城鎮（鎮政府所在地）への公共資源の投入を指している。

　貴州省では山あいに各農村（郷，鎮）が点在しており，各農村がそれぞれ

の特徴を生かした農村都市化を行っている。前節でもみたように浪塘村や桃

子村では，大量投資が行われ，「ビッグプッシュ型都市化」が進められてい

る。

　各農村は，もてる資源を利用し，独自色を打ち出して，省級，市級のモデ

ル村に選ばれるようプロジェクトを提案していき，省や市からの補助金を勝

ち取る。しかし農村に産業がない現実では，少数民族などの文化（ソフト），

景観や地形（ハード）を利用した観光農村が手っ取り早い。凱里県ではミャ

オ族文化をひとつの観光資源として活用しようとしているし（Kendall 2015）�，

第 3節でみたように桃子村のように国家級の観光名勝地を利用するケースが

ある。

　貴州の農村は独自色を打ち出すために少数民族文化と観光資源に頼りがち

である。一方でケンダル（Kendall 2015）も指摘するように，他の都市と同じ

ような利便性を求めると同じような町づくりになってしまうため，独自の発

展方向性を考えることが難しい。少数民族と国家級観光資源だけで都心から

の「休閑」目的での観光客誘致には限界があろう。観光地で何か新しい付加

価値を生み出し続けないかぎり，農村のノスタルジアや自然風景の偉大さを

アピールしても，一過性の訪問に終わってしまい，観光を支えるリピーター

が生まれるとは思えない。

　結局，村を中心とする小城鎮化は，「コピー農村」の増加である。「コピー
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農村」とは，筆者の造語であり，各農村の特徴が画一化されたものであるこ

とを意味する。日本語的には「金太郎アメ」農村ともいえるだろう。

　一方で，コピー農村は，どのように独自の特徴をもった農村振興を行うべ

きかという問題に帰着する。ここで検討すべきは日本で始まった「一村一品

運動」（One Village One Product Movement）である。成功した一村一品運動を

検討したシューマン（Schumann 2016）によると，一村一品運動の原則は，①

ローカルのものでありながらもグローバルな製品・サービス，②自助努力と

創造性，③人的資源の開発，であるという。とくに成功にあたっては，その

地域の人的資源であるリーダーシップを発揮する個人がそのコミュニティの

開発，発展に貢献するという。ある意味農村でのアントレプレナーシップを

発揮する人材を育てられるかどうかが鍵のようだ。

4．沿海部の都市化との相違性

　貴州省の事例を通じて，沿海部との比較から「ビッグプッシュ型都市化」

をもう少し鮮明にしていきたい。

　内陸部が大量の投資を必要とするのは，沿海部より不利なアクセスを改善

しなければならないこと，残された自然環境を保護しつつ都市化に必要な土

地整備をしなければならないためだ。これが内陸部をして，とくに貴州省で

観察される「ビッグプッシュ型都市化」にならざるを得ない大きな前提条件

である。第 2節でもみたように，貴州の都市化は地形を考慮しつつ，自然環

境保護にも配慮した開発を行わなければならない。沿海部ではもともと人口

過多なところから保護すべき自然環境は少なかった。一方で，内陸部は人の

手があまりつけられていない自然環境が残っている。これは観光資源として

も活用できるために，沿海部のような乱開発を進めることはできない。そし

て経済環境においてもアクセスの悪さが発展のボトルネックであった。山間

に町が分散する貴州省でも高速道路，国道の整備が盛んである。しかもこの

交通網の建設には平野部にはないコストがかかりやすい。
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　また沿海部と違って内陸部は人口流入のない地域である。そこで都市化を

行うというのは，新たな街づくりになりやすい。新規の都市化となれば人を

惹きつけるためには何かしらの歴史，文化遺産を活用することとなる。貴州

省の都市化政策にあるように少数民族文化の保護・発展は重要な考慮要因で

あり，それがまた農村等でコピー農村を生む結果ともなっている。

　沿海部は沿海部の問題がある。それは流入が続く農民工，増える人口とい

うこれまでどの国も経験してきた都市化の問題に対応するという点だ。人口

移動によって生じる問題とは，住居，交通ネットワーク，上下水道，電気等

の都市インフラの不足である。実際，沿海部や各省の省都では，保障性住宅，

新しい地下鉄の建設，都市インフラの建設が進められている。しかし，第 2

章でもみたように新型都市化の中心テーマである「人の都市化」は進んでい

ない。

　いずれにせよ，内陸部はその自然的条件の制約から，大量の投資を必要と

する「ビッグプッシュ型都市化」になりやすいといえよう。

おわりに

　本章では，2015年11月に実施した貴州省の都市化の現地調査結果を事例と

し，内陸部の都市化の状況をあきらかにした。

表3-3　都市化の違い

内陸部 沿海部

自然条件
自然環境と両立した投資のため高コ
スト

良好のため低い建設コスト

人口
人を惹きつける新しい都市づくり，
少数民族文化を活用した都市づくり

増え続ける人口に対応するためのイ
ンフラ整備

経済環境
国際・国内市場へのアクセスを改善
するための投資。

歴史的に存在する港湾等の利用。

（出所）　筆者作成。
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　中国国内でもっとも発展の遅れている貴州省の課題は，その位置と地形に

ある。山地で平野がなく，カルスト地形という特殊な環境要因は，農業の発

展を妨げ，それとともに工業化の源泉を農業部門に求めることができなかっ

た。地理的位置も内陸部にあるというところから，外国資本の進出に期待す

ることもできなかった。このような特殊な自然環境のため貴州省の工業化，

それにともなう都市化が進展することは難しかった。

　このような貴州省でもここ数年で大量の資本投下が行なわれ，急速な経済

発展を実現してきた。この急速な経済発展をもたらしてきた貴州省の「ビッ

グプッシュ型都市化」の特徴は，①山地という不利な条件を生かすこと，②

少数民族や独自の歴史文化（漢族の進出によってつくられた要塞式の村，寨と

呼ばれる）を生かすこと，③脆弱なカルスト地形など生態環境を保護するこ

と，の三つである。②と③は西部地域ではよくいわれることであるが，貴州

省の特筆すべき点は地形にそった都市化が試行錯誤されている点であろう。

　そのような都市化の事例として，国家級新区となった貴安新区，国家都市

化計画の試点である安順市をとりあげた。貴安新区では比較的低い丘陵が造

成され，企業誘致がはじまっていた。土地造成のために農村の全面移転が必

要であるが，移転先の新たな社区では政府は農民に新たな不動産を気前よく

分配している。一方，すでに企業が進出している地域では，戸籍に関係のな

い産業と都市の融合をめざした新たな社区が建設されていた。安順市の孤立

している農村では，自然環境を生かした観光農村化の転換を図り，自然と農

村が融合するような形の農村づくりが進められていた。

　貴州省の都市化をどのように評価することが可能だろうか。現時点では，

国，省が大量に資金を投入する「ビッグプッシュ型都市化」は「上から」の

都市化であり，多極的な「コピー」農村をつくりだしているだけのようにも

みえる。ただし，この結論は，スタートしたばかりの貴州の都市化の現時点

での判断であり，同時に内陸部の限られた情報に基づいた着想を提示してい

るのみである。本仮説は今後の実証研究を待たなければならない。

　内陸部はそもそも人や企業の集積のきっかけをつくるための街づくりが主
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体になるので，政府が主役になるのは仕方がない（第 6章）。ただ政府にす

べての情報があるわけではないので，その都市に何が必要かどうかわからな

いまま投資を進めていき，無駄な投資になる可能性も捨てきれない。

　いずれにせよ，貴州省の場合は，総論で述べられたような「制度」が空間

的な一部地域への集中を妨げていたとは言い難く，そもそも地理的，地形的

な経済発展の初期条件が不利なために，自律的な都市化は起こりにくいとい

う状況であった。したがって貴州省で「新型都市化」という名目で実施され

ている大量投資が，自律的・持続可能な都市化を生み出せるかどうかは疑問

である。造成された新区に企業はこれから進出してくるのだろうか，移転し

た農民たちは新しい社区で仕事を得られるのだろうか，観光農村化したとこ

ろは他の農村と過当競争にならないか，など不安要素が多くある。

　しかし，積極的な投資によって貴州省がここ数年で大きく経済成長してき

たのは事実である。全面的小康への到達を目標とする以上，貧困層の多い貴

州省の底上げは中央政府にとっても大きな課題だ。このような大量投資を中

心とする「ビッグプッシュ型都市化」政策が功を奏するかどうか，あるいは

このような政府介入が新たな「政府の失敗」を生み出しはしないのか，今後

も注意深く観察する必要があろう。

〔注〕
⑴　 中 国 政 府 網（http://www.gov.cn/xinwen/2015-12/06/content_5020424.htm，
2015年12月 9 日アクセス）。

⑵　安順市の龍宮（国家 AAAAA級観光地）はまさにカルスト地形でできた鍾乳
洞を活用している観光地である。
⑶　沿海部では人口密度が上がると 1人当たりの所得も上昇するが，内陸部の
場合は 1人当たりの所得が下がるという。

⑷　ちなみに岡本（2008）は1996年から2005年までの間，収束は見られなかっ
たことを示している。
⑸　小康社会とは生活にややゆとりのある状態の社会を意味し，「全面的な小康
社会の達成」は2015年の党五中全会で習近平によって提起され，第13次五カ
年計画（2016－2020）期間で達成をめざすとしている。
⑹　魏・呉・徐（2015）は農民の都市住民化，都市の受け入れ能力の拡大とと
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もに小都市化を 2番目としてあげている。
⑺　本節における貴安新区の富貴安康社区，星湖雲社区については11月17日に
貴安新区弁公室柴洪輝副主任の案内によって現地担当者から 1カ所につき 1
時間程度のヒアリングを行った。また，西秀区の浪塘村，桃子村については
安順市発展改革委員会馮朝生主任，黄恒敏副主任の案内によって村書記より
同じく 1カ所 1時間程度のヒアリングを行った。
⑻　1992年の上海浦東新区の設立以降，2016年 6 月の江西赣江新区まで，2017
年 1 月現在で18ヵ所の国家級新区が設立されている。

⑼　これら二つの県級区はすでに貴安新区の行政範囲に入っているが，現在も
安順市の HPに含まれており，したがって人口も過大評価されている可能性
がある。そもそも貴安新区を訪問した時も管理委員会政府の建物はまだプレ
ハブ状態であり，行政機構の引き継ぎもまだ途中である可能性がある。
⑽　現地のヒアリングでは，そもそも貴州省でビッグデータ産業の試点になっ
たのは，地震がない，気温が一定，水が豊富という点があるからだという。
⑾　政府による積極的な誘致については第 6章を参照のこと。
⑿　ただし就業都市化は，貴州の特徴というわけではない。多くの農民が大都
市に流入しないようにするための中小都市発展方針の一形態である。
⒀　貴安新区全体では73万人の人口であるが，ここでは開発対象の 4郷鎮の人
口である。
⒁　中国では都市化のことを「城鎮化」と呼ぶが，この概念は一般的な都市化
と農村人口集積地域（鎮）の都市化も含まれている。
⒂　2015年度省級「四在農家・美麗郷村」新農村建設小康寨示範点のリストは
こちら（http://www.qagri.gov.cn/Html/2015_05_21/2_52727_2015_05_21_118943.
html）。
⒃　『人民網』の報道では，308世帯，人口1461人となっている。
⒄　ただし『人民網』2015年 9 月10日の報道によると，「浪塘村には新寨と旧寨
の二つがあり，全村で231世帯，人口1025人，その中で漢族は12人のみで，典
型的なプイ族の居住村である。全村の現在労働力は603人，男性312人，女性
291人，出稼ぎに行っている労働力は268人」という記述がある。
⒅　地方政府あるいは地方自治体による一対一の政策支援のこと。
⒆　トラペル（Trappel 2016）は，各地での政策展開がすべて「因地制宜」（各
地の条件に合わせる）という名の下で，県や郷鎮幹部が「政治的業績」を獲
得するために，成長が目に見える投資プロジェクトに走りやすいと指摘する。
⒇　小島（1996）は三戦建設時の貴陽市が「飛び地」になった事例を紹介して
いる。当時貴陽市の軍事工場は町外れに建設され，日常の生活と生産活動は
工場地域で行えたが，休みの日には多くの従業員がその工場地域を離れて町
に繰り出したようだ。
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�　Ong （2014）は「国家主導型都市化」（State-Led Urbanization）と呼んでお
り，土地財政への誘惑が地元政府の強力な農村再開発となり，移転後の失地
農民や貧困化する農民を分析している。
�　2015年 8 月26日千葉県企業庁ニュータウン整備課でのインタビュー。千葉
ニュータウン駅から以東では物流企業をはじめとして企業進出が続いている
という。
�　凱里県では，県城では漢族が多いにもかかわらず，単純にミャオ族文化に
依存した都市化を行っている事例が報告されている。
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